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 本校の授業改善の視点  

指導内容・方法の工夫  
教育課程編成上  

の工夫  

校内における  

研究や研修の工夫  
評価活動の工夫  

家庭や地域社会との

連携の工夫  

＊問題解決的な学習や体

験的な学習を重視し、児

童の主体的な活動を引き

出す指導法を工夫する。  

＊地域を活かした教材を用

いたり、外部講師を招聘

したりする授業を多く取り

入れる。 

＊児童の習熟の程度や興

味・関心等に応じた個別

指導と少人数指導を推

進する。 

＊各教科を通して、自分の

思いや考えを深め，適切

に表現する能力の育成を

図る。 

＊生活に活かせる国語力の

向上を図る。言葉や語彙

の指導に重点を置く。  

＊大田区漢字検定を活用

し、漢字の習得を図る。  

＊授業時間を確保し

補 助 的 な指 導 で

基礎基本の定着、

学 ぶ意 欲 、表 現

力 、 思 考 力 を 培

う。 

＊読み聞かせ、読書

活 動 を計 画 的 に

取り入れ、豊かな

感性 の育成や知

識と読書習慣の定

着を図る。 

＊週ごとの指導計画

による計画的な指

導の完全実施と時

数確保に努める。  

＊補習教室 (放課後  

･土曜日）を実施し

学 力 の定 着 を図

る。 

＊確かな学力向上を

目指した国語の授

業づくりに取 り組

み、効果的な指導

法を研究する。各

学年１回の研究授

業 と 協 議 会 を 行

い、授業力の向上

を目指す。 

＊特別支援教育に

関する研修を実施

し、ユニバーサル

デザインに基づい

た授 業 設 計 を推

進する。 

＊教育相談研修や

校内指導体制の

充実により、児童

理 解 の深 化 を図

り、学習支援能力

の伸長を図る。 

＊学習指導要領を

踏まえ、年間指

導 計 画 に 基 づ

く、評価規準・評

価計画の改善 ･

活用を図る。 

＊校内研究の地域

教 育 連 絡 協 議

会への公開や学

校公開等の参観

を通して外部評

価を受け、改善

に活かす。 

＊評価結果の公開

や改善策につい

て学校だよりやホ

ームページ等で

情報公開する。 

＊学校支援地域本部

（スクールサポートお

おさん）の協力を得

て、地 域 の人材 を

活用した授業やわく

わくスクールを推進

する。 

＊基本的な生活習慣

や家庭での過 ごし

方 (生活リズム・家庭

学習等 )の定着のた

めに、より密接な家

庭や地域との連携

を図る。 

＊区・PTA ・地域行事

等において児童の

活動発表を積極的

に推進する。 

＊保 ・幼 ・小 ・中の情

報交換や交流活動

を深める｡ 

○学ぶ意欲  

○問題解決能力  

○表現する力  

○ｺﾐｭﾆｹｰｼｮﾝ能力  

○知識･技能の定着 

○生活に活かす力 

学校の教育目標  

〇元 気 な 子 ◎考 え る 子 

〇がんばる子 ○やさしい子 

 

おおた教育ビジョン  

学ぶ意欲を高め、確かな学

力を定着させる。  

保護者・地域  

家庭・地域の実態  

保護者・地域の期待や願い  

道徳教育の指導の重点  
○思いやり･親切、友情･信
頼、助け合い、礼儀の指
導に重点をおき，「やさし
い子」の育成を図る。 

○感性や情操をはぐくむ体
験的な活動との関連を
図り、道徳の時間の充実
を図る。 

本校の考える  

「確かな学力」  

 

基礎基本の定着  

・朝学習・補習教室を週計画で位置付ける  

・家庭学習の励行 ・音読は毎日の宿題  

基本的な生活習慣の定着  

・「大三小１０のやくそく」学習規律の確立  

低学年・中学年・高学年に応じたプランを 

作成しプランの実行を月ごとに振り返る  

特別活動の指導の重点  
○学校生活をより明るく楽しくするために
豊かな体験等有意義な活動になるよ
うに工夫する｡ 

○縦割り班活動による異学年交流や集
会活動やふれあい活動を通して、友
達と協力してよりよい学校生活を築こ
うとする意欲を高め、自主的・実践的
態度の育成に努める。 

 

生活科、総合的な学習の時間等の 
指導の重点  

○人とのかかわりを活かして自ら学ぶ活
動を推進する。 

○地域と連携して指導の充実を図り、 
さらに人とのかかわりを通して地域へ
の愛着心を育てる。 

○各学年の児童の興味・関心に基づい
た課題解決能力を高める活動を展開
する。 

○各学年とも、外国語活動に取り組み、 
コミュニケーション能力の育成を図る。  

生活指導の重点  

○全職員の共通理解で指導にのぞむ ○基本的な生活習慣の徹底 ○規範意識の向上 

○安全意識の向上                 ○環境に配慮する子供を育てる  

            学校経営方針 (学力向上にかかわる要点 ) 

❍授業改善推進プランの実施を徹底し、基礎的・基本的な学習内容を確実に習得し、活用能力を高める。 

                                                            

各教科の指導の重点  
○基礎的･基本的な内容
の確実な定着を図る。 

○体験的・問題解決的な
学習を重視するなど、
学習指導方法の工夫・
改善に努める。 



令和３年度 国語科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・「話す聞く」の力が付いてきて、話の中心や、考えの相違点や共通点に気付きながら話が聞

けるようになった。 

 ・物語文の読解力が身に付いてきている。 

 ・読書活動により、言葉の力が付いてきている。 

（２） 課題 

・習得した文字を活用できるようにする。 

 ・条件や設定された課題に即して文章を書く力を付ける。 

 ・文の構成（主語、述語、修飾語、指示語）を正しく理解し、活用できるようにする。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和３年度結果 令和２年度結果 令和元年度結果 

第４学年 

目標値より高い 

区平均正答率よりやや高

い 

全国平均正答率より高い 

  

第５学年 

目標値よりと同等程度 

区平均正答率より低い 

全国平均正答率よりも低

い 

目標値よりも低い 

区平均正答率より低い 

全国平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりやや高い 

区平均正答率より低い 

全国平均正答率よりも低

い 

目標値と同程度 

区平均正答率より低い 

全国平均正答率よりも低

い 

（第５学年時） 

目標値よりも低い 

区平均正答率より低い 

全国平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

漢字やローマ字の読み書きは

積極的に学習しているが、力の

定着では二極化が見られる。語

彙の量と質を充実させ、日常的

に使えるようにすることが課

題である。主語と述語の関係

や、修飾語がどこに係るのかを

理解し、文章を書く時に正しく

表現できるようにしたい。 

話の中心に気を付けて聞い

たり、互いの考えの相違点

や共通点を考えながら、話

し合ったりすることができ

る。説明文では要点に注意

し て 読 み 取 る こ と が 難 し

い。 

書くことでは、自分の考え

とその理由や、内容の中心

を明確にして事実を伝える

問題で、目標値を下回って

いる。 

国語の学習に意欲的に取

り組む児童が多いが、苦

手 意 識 を も つ 児 童 も い

る。 

文 章 を 書 く 問 題 に 対 し

て、無回答の児童が目立

った。書くことへの意欲

や能力に差があることが

分かる。 

  

 

 

 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

漢字の読む力は定着している

が、書く力はやや不十分であ

る。言葉の力は全体的には定着

しているが、修飾語の使い方の

理解が不十分である。 

話し合いの中で、自分の考

えをまとめたり広げたりす

る力が不十分である。説明

文の文章全体の構成をとら

える力、要約する力が不十

分である。登場人物の心情

等をとらえながら物語文を

読 む 力 は 十 分 定 着 し て い

る。 

個人差が非常に大きい。

主 体 性 の 度 合 い と 、 知

識・技能、思考・判断・

表現といった他の力との

関連性も大きい。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・相手や目的を考え、必要な言

葉が抜けないように話すこと

を繰り返す。 

・集中して話を聞くための態度

を身に付ける。 

・文の書き方を、ＩＣＴを活用

して分かりやすく丁寧に指導

する。 

・教科書の文を丁寧に読ませ、

言葉や表現に着目させ、読み方

の基本を身に付ける。 

・目的や条件に応じて、求

められていることを文章で

表現できるようにする。 

・文字や漢字練習を丁寧に

繰り返して、言葉や文にし

て使えるようにする。 

・ MIM を活用し、拗音や促

音・撥音の表記や助詞の使

い方の定着を図る。 

・「話す・聞く、書く、読

む」の基本を繰り返し指

導し、定着を図る。 

・身に付けさせたい力に

応じた言語活動を行う。 

・司書教諭と連携して読

書活動を行う。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・わからない言葉は辞書を活用

して調べるということを習慣

化させ、語彙を増やしていく。 

・漢字やローマ字を丁寧に書く

指導を行い、文字の定着を図

る。 

・タブレット使用時にはローマ

字入力で行う。 

・短い文で主語と述語の確認や

語句のまとまりを確認して、言

葉の意味を理解させていく。 

 

・相手や目的に応じた話し

方 を 身 に 付 け さ せ る た め

に、様々な形態で話し合う。

相手の意見を聞く時は、話

の中心に着目するように指

導し、定着させる。 

・説明的な文章では語句や

指示語に着目させ、段落の

要点に注意して読み取らせ

る。 

・文章を書く時は、構成や

段落分けの仕方などを丁寧

に確認してから書き始める

ことを繰り返す。 

・意見交流の場をタブレ

ット内に設けることで、

いろいろな人の意見に触

れ る 機 会 を 増 や し て い

く。 

・書く学習では、ワーク

シートやメモ等を活用し

て、思考や感情を言葉に

表す方法を指導する。 

・司書教諭と協力して、

単元で活用できる資料や

本を集める。 

 

 

 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・漢字の書き取り練習を日常的

に行い、小テスト等で確認す

る。テストでの誤答のみを再度

練習させたり、部首別に練習さ

せたりし、練習方法に工夫を加

える。 

・教科書の「言葉」の学習の復

習をしたり、それら既習事項を

作文の時間に活用させたりし、

繰り返し学ぶ時間を設定する。 

・教科書巻末の付録（言葉の宝

箱等）を、授業で活用する。 

 

・話し合い活動では、その

意 義 や 必 要 性 を 理 解 さ せ

る。振り返りの時間を十分

確保し、自分の考えがどの

ように変化したかを確認さ

せたり、友達の考えの変化

を 認 め た り す る 活 動 を 行

う。 

・説明文を構成表にまとめ

るなどし、文章全体が視覚

的に見渡せるようにする。

要約の学習では、教師の模

範解答と自分の要約を比較

させ、どこをどのように直

せ ば い い の か を 理 解 さ せ

る。 

・物語文や説明文の学習

では生活との関連付けを

行い、学習を身近に感じ

られるようにする。自身

の課題や学習の達成状況

を可視化するなどして、

意欲的に目標をもって取

り組めるようにする。 

・既習事項を活用する場

面ではゲーム性の要素を

取り入れるなどし、活用

する楽しさを感じられる

ような工夫を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 社会科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・グラフや資料は、視聴覚教材を用いて考察する時間を確保することにより、読み取る力は

定着してきている。 

 ・タブレットを用いて調べ学習を行うことで社会科に対する意欲・関心を維持し、学習内容

の理解をすすめることができた。 

  

（２） 課題 

 ・グラフや資料から読み取ることはできるが、記述で表現する問題につまずきが見られる。 

 ・地域→県→日本の項目について学年が上がるにつれて知識・理解の定着につまずきが見ら

れる。 

  

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和３年度結果 令和２年度結果 令和元年度結果 

第４学年 

目標値と同等程度 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも若干低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

目標値と同等程度である。記

号や用語等の基礎的な知識が

身に付いていないことが、資

料を正しく読み取れない要因

となっている。各単元でおさ

えるべき知識の習得を確実に

する必要がある。 

目標値よりも低い。社会的

な事象に着目して、調べた

ことを比較・分類、または

関連付けて考えたり、考え

たことを言葉で表現したり

することができないことが

要因となっている。 

資料の数値に着目し、読

み取り、活用する力が十

分でない。 

グラフの数値が正しく読

み取れず、それぞれの関

連性を見出すことが出来

なかったことが要因と考

えられる。 

 

 

 

 

 

 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

昨年度より平均正答率は上が

っている。しかし、学年が上

がるにつれて、学習したこと

の定着が難しくなってきてい

る。社会的な事象を表す用語

や意味を理解させ、身近な事

象と関連させ定着させる必要

がある。 

複数のグラフや資料を読み

取り課題を解決する問題に

対して、目標値に到達して

いない単元が多い。資料を

様々な角度から検討し、言

葉で表現する力を付けてい

く必要がある。 

複数のグラフや資料を読

み取り記述する問題にお

いて無回答が増加する傾

向にあった。社会的事象

への関心や社会生活に生

かそうとする意識の低さ

が 要 因 と し て 考 え ら れ

る。 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

地図帳やフラッシュカード等

を活用して、地図記号や方位、

２３区や４７都道府県名を繰

り返し指導して、知識の定着

を図る。 

資料から分かることをノート

にまとめて共有したり、調べ

たことを白地図や文などにま

とめて発表したりする活動を

取り入れる。 

学習問題に対する自分の考

えや資料から読み取ったこ

となどを自分の言葉で表現

できるようにしていく。そ

のために、個人で考える時

間を十分に確保した後、集

団で話し合い学び合うとい

った思考が深まるような学

習形態を工夫する。 

ICT 機器を活用し、資料提

示を工夫する。体験的な

活動を取り入れ、児童が

意欲をもって学習に取り

組めるようにする。 

自分事として捉え、自分

たちには何ができるのか

を選択・判断することを

通して、主体的にかかわ

っていく態度を養う。 

 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

ICT 機器を用いて自ら調べ、

自らまとめる活動を通して理

解を深め、学んだことを映像

と結びつけることで身近な事

象として知識の定着を図って

いく。また、ワークシートを

用いて繰り返し学習し、知識

の定着を図る。 

複数のグラフや資料から比

較・関連付けをし、問題を

解決する場面を設定してい

く。また、社会科用語や単

元の重要語句を使って、自

分の言葉でまとめる活動を

多く取り入れていく。 

ICT 機器を活用し、調べ学

習を多く取り入れ、児童

に身近な問題として捉え

られるようにする。また、

学習問題に対して児童が

見通しをもち、問題解決

的な学習に臨めるように

工夫していく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 算数科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・ほとんどの観点・領域において、どの学年も昨年度の数値を上回ることができた。特に昨

年度に目標値を大きく下回った「図形」「量と測定」の正答率は大きく改善された。 

 ・目標値や区・全国の平均値も上回ることができた。 

 

（２） 課題 

 ・正しい立式ができても、計算でミスをしてしまう傾向がある。 

 ・式で考えを表現したり、式から考えを読み取ることに課題がある。 

 ・発展問題において、問題を正しく把握することに課題がある。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和３年度結果 令和２年度結果 令和元年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

高い 

区平均正答率よりも低

い 

 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

目標値に対し、12 ポイン

ト高い結果となったが、「か

け算」の計算は目標値を下

回った。九九の定着が不十

分である児童が少なくない

ため、改善する必要がある。 

また、示された二次元表

から考える活用問題の正答

率は他と比べて特に低かっ

た。単元終了後に学習内容

を活用したり、復習したり

する機会が不足しているた

め、改善の必要がある。 

目標値に対し、23 ポイン

ト 高 い 結 果 と な った が 、

「時こくと時間」や「かけ

算」の活用問題は、問題の

把握が不十分で答えられ

ない場合が多いため、問題

を把握する力を育ててい

く必要がある。 

 

目標値に対し、17 ポイン

ト高い結果となった。概ね

良好であるが、計算ミスか

ら正解することができず

に良い結果が得られない

ことが多く、それが意欲の

低下につながっていると

考えられる。そのため、計

算の確実性を上げていく

必要がある。 



 ② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

目標値に対し、5 年が 9 ポ

イント、6 年が 3 ポイント上

回っているが、6 年は区や全

国の正答率を下回ってい

る。 

目標値に対し、5 年が 14

ポイント、6 年が 13 ポイン

ト上回っていて、いずれも

区や全国の平均値よりも

上回っている。 

目標値に対し、5 年が 8

ポイント、6 年が 9 ポイント

上回っていて、いずれも区

や全国の平均値よりも上回

っている。 

５年は「折れ線グラフと

表」「分数」「小数」および

計算問題、6 年は「割合」「分

数と小数」「小数の計算」の

問題の正答率が低い。計算

の正確さや数の仕組みにつ

い て の 理 解 が 不 十 分 な た

め、改善していく必要があ

る。 

 ５年は「簡単な割合」「面

積」「折れ線グラフと表」、

6 年は「割合」「平均」「多

角形や円」についての問題

の正答率が低い。単元終了

後の定期的な復習が不十

分であるため、改善してい

く必要がある。 

量感を養ったり、比べた

り活用したりする経験が

不足しているため、改善し

ていく必要がある。 

 

 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

具体物を操作することで

数量に関するイメージをも

たせ、理解につなげられる

ように指導を行っていく。 

中学年の学習にスムーズ

に入れるよう、繰り上がり

のたし算の筆算、繰り下が

りのひき算の筆算、かけ算

九九の練習を繰り返し行い

定着させる。 

文章問題の立式が苦手

な児童が多いため、問われ

ている箇所に線を引いた

り、図をかいたりしてから

式を立てるようにする。  

また、筆算の仕方などに

ついて、形式的な手続きの

理解に偏らないよう、ブロ

ックなどを活用して思考

力を深める。 

導入場面で実生活に即

した発問を設定したり、算

数的な活動を計画したり、

具体物を用いて学習を進

めるなど、児童の興味・関

心を高める工夫を凝らし

た授業展開をしていく。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

九九の定着が不十分な児

童がいるため、授業や朝学

習、宿題などを通して、九

九を含めた計算の反復練習

をしていくことで定着を図

る。 

二次元表は学級活動など

日常生活の中でも活用する

機会を設け、それを教材と

し て 繰 り 返 し 指 導 し て い

く。 

かけ算に限らず、問題解

決の場面を多く設定する

ことで、問題把握の力を養

っていく。 

「時こくと時間」は、日常

生活の中で意識させるこ

とで慣れるようにしてい

き、授業に実際の生活場面

を取り入れるようにして

いく。 

 

繰り上がりや繰り下が

りのあるたし算やひき算

など、低学年の内容にも定

期的に取り組む時間を、短

時間でも授業に取り入れ、

継続していくことで、より

正確に計算できるように

し、自信を育てていく。 

 

 

 

 

 



 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

「分数」「小数」の指導に

おいては、特に系統性を意

識した指導をしていくこと

で、小数と分数の関係性な

ど、より確かな理解と定着

を図っていく。 

 「折れ線グラフと表」は

理科や社会など他教科と関

連させながら適宜指導して

いく。 

 「割合」は、数直線の指

導を徹底することで、正し

い立式ができるようにして

いく。 

「割合」「折れ線グラフと

表」「平均」などは、日常

生活の中で積極的に活用

していくことで、見方や考

え方を育てていく。また、

日常のデータを授業で扱

うことで、それらを活用す

る力を育てていく。 

自分の考えを式にして

伝えたり、式から考えを読

み取ったりする場面を意

識的に設けることで、これ

らの力を伸ばしていく。 

調べたり比べたりする

活動を増やすとともに、常

に見当をつけたり予想を

立てたりしてから取り組

むことで、豊かな量感を育

て、関心意欲を高めていけ

るようにする。 

「 折 れ 線 グ ラ フ と 表 」

「平均」などの授業では、

日常のデータや他教科の

資料などを教材として活

用することで、自らの生活

と関連させながら学んで

いく姿勢を育てていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 理科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・昨年の課題に沿って実験計画を立て、器具の操作をし、結果を明らかにすることで、全体

の交流の通し考察した単元では、知識の定着が図れていた。 

（２） 課題 

 ・自然現象や実験への関心はあるものの、基本的な知識や理解は結びついていない。 

 ・理科で学習した用語や実験器具の名前、その使い方の理解につまづきが見られる。 

 

２ 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率（経年比較） 

 令和３年度結果 令和２年度結果 令和元年度結果 

第４学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率より高

い 

区平均正答率よりも高

い 

  

第５学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率より高

い 

区平均正答率よりも高

い 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い（第４学年時） 

 

第６学年 

目標値よりも低い 

全国平均正答率より低

い 

区平均正答率より低い 

目標値よりも低い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも低

い 

（第５学年時） 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも

低い 

区平均正答率よりも高

い 

（第４学年時） 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① 中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

概ね目標値を上回っている

が、「磁石の性質」についての

正答率のみ、目標値より下回

っている。 

電気を通すものと磁石につく

ものが混同していることが要

因の一つだと考えられる。 

目標値を上回っている。 

「磁石の性質」と「電気の

通り道」について、実験の

結果から分かったことを整

理し、考察することに課題

がある。 

概ね良好であるが、「磁石

の性質」において、下回

っている設問があった。 

学んだことを生かして活

用問題に取り組んだり、

日常生活と関連付けて考

えたりする必要がある。 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 



② 高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

天気の様子や水のはたらき、

動植物に関する問題の正答率

が低い。観察や実験をする意

義や方法を理解させ、日常生

活と関連付けさせて定着を図

っていく必要がある。 

 

 

知識を活用したり、技能を

使ったりして、考察したり

表現したりすることが十分

ではない。また、得た知識

を基に他の事象や生活と関

連付けて考えられる活用力

の定着が不十分である。 

実験の問題に対しては正

答率がおおむね良好であ

るが、動植物を観察する

問題に対しては正答率が

低くなっている。観察の

単元は、すぐに結果が出

ないため意欲の持続が途

切れるところに要因があ

る。 

３ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

観察を行う前に、観察の方法

や、注意点についてしっかり

と指導し、知識として定着さ

せる必要がある。 

重要語句や資料を掲示し、定

着を図る。 

普段の生活や自分の体験と結

びつけ、実感を伴った理解を

目指す。 

実験の過程から得られた結果

を分かりやすく記録させるた

めに、ワークシート等を活用

する。 

 

予想や考察を自分で考え、

表現する活動を充実させる

必要がある。文章だけでな

く、絵や図、表なども必要

に応じて用いながら、ノー

トを書かせたり、自分の考

えを整理し、友達と伝え合

ったりする機会を設ける。

また、このような活動に意

欲をもって取り組めるよう

に、児童が問題意識をしっ

かりともてるような導入の

工夫も必要である。 

児童にとって、見通しが

もてるような学習の展開

を工夫し、単元の導入な

どでは適切な資料を用意

していく。 

体験的な学習をなるべく

多く取り入れるようにす

るなど、自分事として考

えられるようにする工夫

が必要である。 

 

（２）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

実験器具の名称を正しく覚え

させ、使い方を正しく理解さ

せる。 

観察・実験の方法を考え、実

験結果の見通しをもつことが

できるようにする。 

重要語句や資料を掲示し、定

着を図る。 

実感を伴った理解を目指し、

日常生活との関連を示した

り、考えさせたりする。 

予想を立てる際は、生活経

験から根拠のある表現をさ

せるようにする。 

実験で変えるものと変えな

いものの条件を確実に理解

させ、ノートに整理させる。

実験から分かったことをま

とめ、そこから分かったこ

とや考えたことを表現する

時間を十分にとる。 

単元の導入時には、実際

の生活と関連付け、観察

や実験等の直接体験を重

視した内容や学習を展開

し、身近に起こっている

日常生活の事象と関連付

けて授業内容を工夫して

いく。 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 外国語 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１． 大田区学習効果測定の結果分析 

（１） 達成率 

 

  令和３年度結果 

第６学年 

目標値よりも高い 

全国平均正答率よりも低

い 

区平均正答率よりも低い 

 

（２） 分析（観点別） 

 ① ６年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

聞くこと、読むことは目標値を

上回ることができているが、書

くことについては目標値を下

回っている。とくに、アルファ

ベットの小文字を書くこと、ア

ルファベットを聞いて書くこ

との正答率が低い傾向にある。 

 

目標値を若干下回ってい

る。短い物語を聞き、話の

概要を捉えることや例文

を参考にしながら、第三者

について簡単な語句や基

本的な表現を用いてでき

ることを書く問題での正

答率が低い。 

目標値と同等程度である。

英作文を書く問題で無回

答の児童は、基礎問題の正

答率が低い。既習事項の定

着が不十分であるため、主

体的に学習に取り組めて

いないことが考えられる。 

 

３．授業改善のポイント（観点別） 

高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

デジタル教科書や絵カードを

活用し、アルファベットの音声

と文字を一致させる。また、プ

リント練習などを通して、アル

ファベットの定着を図る。 

デジタル教科書や絵カー

ドを活用したり、外国語講

師による発声を繰り返し

聞いたりするなど、十分に

聞く活動を行う。 

基礎の定着を図り、苦手意

識を取り除く。活動に意味

付けをしたり、具体的な場

面を設定したりして、主体

的に学習に取り組めるよ

うにしていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 生活科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・身近な植物を育てたり動物と触れ合ったりする活動を通して、生き物への関心が高まり、命を

大切にする気持ちが芽生えた。校庭の周辺や裏庭の自然環境を活かして、草花遊びや虫の観察、

草花を育てるなどの活動ができた。  

・友達や教職員、学校や地域を支えている人々と触れ合う機会、１・２年の交流の場の設定、夏

休みや冬休み等を利用した家庭での手伝い活動等を設定することで、自分達は多くの人に支え

られていること、家族や学校の一員であることに気付くことができた。また自分の成長にも気

付くことができた。 

（２） 課題 

 ・年間指導計画を毎年見直し、学校行事や地域の行事等と連携を図ったものにする。身近な

植物や動物との触れ合いの活動を意図的に設定し、観察の方法等を提示して児童の気付きの質

を高めていくための工夫が必要である。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

活動や体験の過程において、自

分自身、身近な人々、社会及び

自然の特徴やよさ、それらの関

わり等に気付くことができる

よう、観察や栽培・飼育、学校

や家庭・地域等と関わる活動な

どを２年間を通して系統的に

行う。また、生活上必要な習慣

や技能を身に付けさせること

ができるよう、指導内容の明確

化及び学習活動の工夫改善、発

問や指示の精選を行う。 

身近な人々、社会及び自然

を自分との関わりにおいて

捉えることができるよう、

見学や栽培・飼育、体験的

な活動を計画的に取り入れ

る。また、それらを通して

自分自身や自分の生活につ

いて考え表現することがで

きるよう、学習活動の工夫

改善、表現方法の多様化、

交流活動の充実を図る。 

身近な人々、社会及び自然に

自ら働きかけ、意欲や自信を

もって学ぼうとしたり、生活

を豊かにしようとしたりす

るために、学校や家庭の生

活、地域や公共物・公共施設

に関わったり利用したりす

る活動、身近な自然を観察し

たり利用したりする活動を

取り入れる。また、進んで触

れ合ったり自分の生活に取

り入れたりしようとする学

習活動を継続的に取り入れ

ていく。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 音楽科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・めあてを明確にし、毎時間児童がふりかえることで、意欲の向上につながった。 

 ・スモールステップで、技能の指導を進めることで、苦手意識をもつ児童が減少した。 

 ・歌唱表現の工夫を考える活動や、鑑賞、音楽づくりの活動を充実させたことで、思考力が

高まった。 

 

（２） 課題 

 ・毎時間のめあては明確できたが、題材を通しての学習の見通しはもてていない。 

・技能の個人差があり、技能が高い児童への対応が不足している。 

 ・感染症対策を行いながら、学習に必要な技能の習得を目指す。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

演奏する時の姿勢や、鍵盤ハ

ーモニカの運指、タンギング

など、一つずつ丁寧に指導す

る。一人ずつ演奏する場面も

必要に応じて設定する。 

音の高さや楽器の音色、大

きさのちがいなど、感じ取

るめあてを分かりやすく

し、発問も工夫する。 

音あてやリズムうち、身体

を動かす活動を取り入れ

ることで、音楽を楽しみ、

興味・関心をもてるように

する。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

常時活動で、よい姿勢や発声

等、基本的な技能に必要なポ

イントを分かりやすく指導し

ていく。また、技能の習得は、

スモールステップ方式で進

め、技能に合わせて課題を選

択できるように準備する。 

自分の考えをもてるよう

に、思考に必要な音楽の要

素を表す言葉や、交流の時

に必要な話型の例を提示

するなど、言語活動の充実

を図る。 

前時のふりかえりを交え

ながら、学習を進めること

で、意欲の向上や継続を図

る。また子供自身のふりか

えり活動充実させ、次の学

習につながる評価や助言

を行う。 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

常時活動やワークシートを通

して、拍の流れやリズム、フ

レーズ、強弱記号など基礎的

な知識の定着を図る。また姿

勢や発声等の技能の習得に必

要なポイントを継続して指導

する。 

タブレットを効果的に取

り入れながら、個人やペ

ア、グループの考えを共有

し、いろいろな考えのよさ

を確かめ合っていく。また

いろいろな考えを、実際に

表現して試しながら、対話

的によりよい表現を実感

できるようにする。 

毎時間のめあてを明確に

するだけでなく、題材を通

して学習の流れを示し、前

時の学習をふりかえりな

がら、学習の見通しをもて

るように工夫する。児童 1

人１人の演奏や発言に対

して、積極的に評価や価値

づけ、助言をきめ細やかに

行う。 

 

 

 



令和３年度 図工科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

  ・意欲的に取り組み、伸び伸びと楽しみながら取り組む児童が増えてきた。 

  ・様々な材料に出会い、積極的に自分の色、形、イメージを表現できる児童が多くなった。 

 

（２） 課題 

  ・意欲的に活動する児童が多いが、個人的な能力差やこだわりの強い児童など、主体的に

活動が 

できない児童もみられる。 

  ・個人差やこだわりの強い児童に対応できるように、材料や用具の整備や児童が活動しや

すい環境 

を整える。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

身近で扱いやすい材料や用具

に十分に慣れることができる

よう、学習活動や指導順序な

どを工夫改善する。また、並

べたり、つなげたり、積んだ

りするなど手や体全体の感覚

などを働かせ、活動を工夫し

てつくったり表したりするこ

とができるようにする。 

形や色などを基に、自分た

ち の イ メ ー ジ を も ち な が

ら、身近な自然物や人工の

材料の形や色などを基に造

形的な活動を行ったり、感

じたこと、想像したことか

ら、表したいことを見付け

たりできるように、児童の

発想の広がりや場の設定、

学習活動を工夫していく。 

多様な材料、用具に触れさ

せたり、児童が関心をもち

やすい題材を設定したり

する中で、児童が楽しみな

がら主体的に活動に取り

組むことができるように

する。また、自分たちの作

品を見合う活動を通して、

良さや面白さを感じ取る

ことができるようにする。 

 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

児童が思いや願いを大切にし

て、児童が取り組みやすい材

料や用具を準備する。それら

を児童が進んで使い、知識や

技能を深めながら、表現を工

夫できるようにする。 

 

様々な材料や表現方法と出

会い、豊かな発想をしなが

ら、思考、判断を深める。

そして、形や色などの感じ

を基に、自分のイメージを

もって表すことができるよ

う児童の発想の広がりに対

応する。 

様々な材料や用具の体験

を行い、さらに楽しんで主

体的に活動できるように

する。また、作品を作る過

程で、自然と友達の作品や

身近な美術作品を鑑賞し、

よさや面白さを感じ取る

場を大切にする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む態

度 

児童が自分の表したいことに

合わせて、使いたい材料や必

要な用具の特徴を生かせるよ

うに授業の準備をする。そし

て、前学年までの経験を生か

しかしながら、さらに知識、

技能を深め、工夫して表せる

ように環境を整える。 

 

 

 

 

形や色などの造形的な特徴

を基に、児童が自分のイメ

ージをもてるように、様々

なテーマや表現方法、材料

などを準備していく。そし

て、児童が思考や判断を深

められるように ,場の設定

や支援の方法など工夫して

いく。  

児童がこだわりをもって

自分の表現ができるよう

に題材の設定の工夫や材

料、用具の準備をし、無理

のない授業時間の設定な

どをする。また、それまで

の造形活動の体験を生か

しながら、自分の見方や感

じ方を大切にし、さらに自

分らしい表現を主体的に

できるように授業計画を

立てる。また、自分たちの

作品や親しみのある作品

などに出会い、よさや美し

さに気付き、感じ取れるよ

うにする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 家庭科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・既習事項の反復を行ったことで、実技の習得の差が目立たなくなった。 

 ・模型を作成したことで、作品作りの順序を見通し、円滑に製作を進めることができた。 

 ・日常での課題をふり返ることで、集中して学習に取り組めるようになった。 

（２） 課題 

 ・生活経験に差があるため、学習内容の定着にかかる時間も差があった。 

 ・手先を使うことが苦手な児童がいるため、日頃から指先を使う作業を取り込む。 

 ・向上心を保たせることが難しい。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

・ 実習の際は、道具の扱い方

の基礎の学習に重点を置

き、必要な技能を習得させ

るとともに、既習事項の反

復を行う。 

・ 基礎基本に時間をかけ、最

低限の技術を身に付ける。 

・ 個別指導を通して、基礎基

本の定着を図る。 

・ 家庭科学習ノートを有効

的に活用する。 

・ 継続的に反復して学習す

ることで、学習を確かなも

のにする。 

・ 家庭科用語の定着を図る

ため、用語の確認を丁寧に

行う。 

・ 手本や他の児童の作品

を提示することで、多様

な考えや工夫に触れさ

せる。 

・ 製作準備として、紙や布

で模型を作ることで完

成品を想像し、計画を立

てやすくする。 

・ 児童の普段の生活か

ら問題意識をもたせ、

課題解決に向けた学

習を行う。 

・ 電子黒板を活用して

指示・内容を明確に

し、意欲の継続を図

る。 

・ 映像や動画を見せる

ことで、学習内容の汎

用性を児童に伝える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



令和３年度 体育科 授業改善推進プラン 

大田区立大森第三小学校 

 

１ 昨年度の授業改善推進プランの検証 

（１） 成果 

 ・「ハッスルタイム」で行った影響で、短縄跳びを意欲的に取り組むことができた。  

  また、様々な技に挑戦する児童が増えた。 

 

（２） 課題 

 ・自分に合った課題を設定し、解決していく力に欠ける。また、課題解決のための手立て（場

の工夫・練習方法）を自ら考え、実践していくことが難しい。 

 ・投力に課題が残るため、「投げる」ことにつながる効果的な教材・教具の開発・活用などを

行っていく。 

 

２ 授業改善のポイント（観点別） 

（１）低学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

各領域の遊びの特性に応じ用

具器具の使い方やルールを知

り、安全に行えるようにする。  

準備運動の中に、リズム遊び

や鬼遊びなどを取り入れ、楽し

みながら、身のこなし方や様々

な運動感覚を養っていく。 

体育朝会やハッスルタイムと

連携して授業を行う。 

自分に合った動きや遊び

を 

選んだり、工夫したりできる

ように、学習カードを効果的

に活用していく。 

友達の良いところ、真似し

たいところを発表し合える

機会を意図的・計画的に設け

る。 

児童に「どこに気を付けて

行ったか。」等、コツを発表

させる機会を多く設ける。 

単元の導入では、これか

ら学習していく内容の概

要が視覚的に分かるよう

な学習資料を用意する。 

簡単なゲームや遊びを

導入時に取り入れ、楽しみ

ながら学習を進められる

ような授業を展開してい

く。 

（２）中学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

各領域の運動の特性に応じ用

具器具の使い方やルールを知

り、安全に行えるようにする。 

準備運動の中に、体ほぐしの

運動、多様な動きをつくる運動

を取り入れ、様々な運動感覚を

養っていく。 

体育朝会やハッスルタイム

と連携して、走る運動や投げる

運動を行うようにする。 

自分に合った動きや運動

を選んだり、工夫したりで

きるように、学習カードを

効果的に活用していく。 

友達の良いところ、真似

したいところを発表し合え

る機会を意図的・計画的に

設ける。 

友達や教師からアドバイ

スしてもらう、自分から聞い

たりするなどの機会を設け、

自己の課題を見つけたり、解

決したりする力を養う。  

単元の導入では、これ

から学習していく内容の

概要が視覚的に分かるよ

うに資料を用意し、児童

の関心が高まるような手

立てとする。 

友達とペアやグループ

を組むことで意欲的に取

り組み、決まりを守って、

誰とでも仲よく運動をし

ようとする意欲を高める。

また、友達同士で認め合え

る環境や場を設ける。  

 

 

 

 

 



（３）高学年 

知識・技能 思考・判断・表現 主体的に学習に取り組む

態度 

各領域の運動の特性に応じ用

具器具の使い方やルールを知

り、安全に運動が行えるように

していく。準備運動の中に、補

助運動を取り入れ、年間を通し

て、様々な運動感覚を養ってい

く。体育朝会やハッスルタイム

と連携して、走る運動や投げる

運動を行うようにする。「投げ

る」ことにつながる効果的な教

材・教具の開発・活用を行う。 

自分に合った運動や場を

選んだり、工夫したりでき

るように、学習カードを効

果的に活用していく。 

友達の良いところ、真似

したいところを発表し合え

る機会を意図的・計画的に

設ける。  

自分やグループの特徴に

応じた動き方を知り、その特

徴に応じた取り組み方や作

戦等を考えるようにしてい

く。 

単元の導入では、これ

から学習していく内容の

概要が見えるような学習

資料を用意する。毎時間、

自分のめあてを設定し、

見通しをもって学習活動

に取り組めるようにして

いく。 

自分事として考えること

ができるような学習活動

を行っていく。また、友達

同士で認め合いアドバイ

スし合える環境を作り、課

題をもって取り組めるよ

うにしていく。 

 

 

 


